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人権コラム　　心、豊かに

こころちゃん
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ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、左
記
の
申
込
先
に
郵
送
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
み
・
問
合
先　
〒
８
７
０
‐
0
１
６
１

　
大
分
市
明
野
東
３
丁
目
４
番
1
号

　
大
分
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０　

　
℻
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
２

■
申
込
期
限　
9
月
29
日
㈮

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４（
市
役
所
1
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
し
な
が
ら
新
た
な

出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
・
対
象

①
9
月
9
日
㈯　
20
代
30
代
の
独
身
男
女　

②
9
月
16
日
㈯　
30
代
40
代
の
独
身
男
女　

　
（
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時
）

■
と
こ
ろ　
ス
ロ
ー
カ
フ
ェ 

丸
山
店

　
（
丸
山
2
丁
目
１
番
26
号
）

■
募
集
数　
①
②
と
も
に
男
性
８
人
、女
性
８
人

■
参
加
費　
３
０
０
０
円（
ア
ル
コ
ー
ル
は
別
途
）

問
天
使
の
お
つ
会（
矢
野
） 

　
☎
０
９
０-

８
３
９
８-

３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３（
市
役
所
6
階
）

博
物
館
イ
ベ
ン
ト

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

9
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ー
マ
は
、「
Ｕ
Ｖ
ビ
ー

ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
！
」で
す
。
紫
外

線
発
光
ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
光
や
虹
に
つ
い
て
学

び
、ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　
9
月
16
日
㈯

・
第
1
回　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
第
2
回　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
と
こ
ろ　
ア
オ
ー
ゼ
2
階　
会
議
室
2

■
対
象　
小
・
中
学
生

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
講
師　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
募
集
数　
各
20
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■ 

申
込
方
法　

電
子
申
請（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
）又
は
電
話
で
申
込
み

■
申
込
開
始　
9
月
2
日
㈯

第
61
回
小
・
中
学
生
自
然
研
究
作
品
展

市
内
の
小
・
中
学
生
が
夏
休
み
に
作
成
し
た
昆

虫
・
植
物
標
本
や
、自
然
科
学
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
9
月
17
日
㈰
～
10
月
9
日
㈷

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
月
曜
日
は
休
館（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）。

■
入
場
料　
無
料

問�

博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
77
回
日
田
市
文
教
祭【
９
月
開
催
行
事
】

第
19
回
日
田
市
美
術
展

■
と
き　
９
月
20
日
㈬
～
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ　
ア
オ
ー
ゼ
１
階　
多
目
的
ホ
ー
ル
、

　
２
階　
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料　
無
料

問
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

就
職
・
転
職
を
考
え
て
い
る
人
へ

日
田
市
企
業
合
同
就
職
説
明
会

就
職
や
転
職
を
希
望
す
る
人
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

で
就
職
を
考
え
て
い
る
人
、新
規
学
卒
者
等（
保

護
者
の
み
も
可
）向
け
に
、市
内
事
業
所
に
よ

る
企
業
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
者
は
自
由
に
企
業
ブ
ー
ス
を
回
り
、話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年
金
等
の

収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

年
金
を
受
給
し
始
め
る
人
や
、詳
細
を
知
り
た

い
人
は
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
確
認
又
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
９
月
14
日
㈭　
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限　
９
月
13
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
９

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

出
張
Ｄ
Ｖ
相
談

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア

イ
ネ
ス
）で
は
、Ｄ
Ｖ
を
含
む
女
性
の
様
々
な

悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
で

お
悩
み
の
人
は
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ア
イ
ネ
ス
の
女
性
相
談
員

が
一
緒
に
考
え
ま
す
。

■
と
き　
９
月
23
日
㈯

・
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分　

　
（
受
付
は
と
も
に
30
分
前
か
ら
）

■
と
こ
ろ　
市
役
所
７
階

■
参
加
企
業
数　
各
部
23
社
、計
46
社　

※ 

参
加
企
業
一
覧
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）又
は
電
話
で
申
込
み

※ 

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、事
前

申
込
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た

　
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
☎
㉓
６
８
９
８

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
3
階
）

ひ
と
山
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

福
岡
都
市
圏
の
水
源
で
あ
る
筑
後
川
上
流
の
大

●
高
塚
愛
宕
地
蔵
尊　
秋
季
大
祭

福
引
・
紅
白
餅
無
料
接
待
・
奉
納
神
楽
の
ほ
か
、

第
１
駐
車
場
で
は
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　
９
月
24
日
㈰

問
高
塚
愛
宕
地
蔵
尊
社
務
所
☎
�
９
２
０
０

●
稲
刈
り
体
験
参
加
者
募
集

□
と
き　
10
月
１
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

※
月
出
山
多
目
的
交
流
館
に
集
合
。

□
募
集
数　
50
人（
先
着
順
）

□
参
加
費（
昼
食
付
）　

・
大
人　
１
０
０
０
円（
お
米
を
進
呈
）　

・
子
供（
小
学
生
）　
５
０
０
円

□ 

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

加
人
数（
1
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）を
記

入
の
上
、左
記
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限　
９
月
23
日
㈷

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
吉
田
）

　
☎
０
８
０
‐
９
２
８
１
‐
１
７
９
９

　
℻
㉔
８
１
３
３

■
と
き
・
と
こ
ろ　
10
月
6
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　
ア
オ
ー
ゼ

■
募
集
数　
10
人

■
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代　
無
料

■
申
込
先　
（
公
社
）日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６　
℻
㉔
１
７
１
２

■
申
込
期
限　
9
月
22
日
㈮（
必
着
）　

問（
公
社
）大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
連
合
会
☎
０
９
７
‐
５
８
５
‐
５
６
１
5

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
3
階
）

●
第
１
０
２
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き　
９
月
24
日
㈰　
午
前
９
時
15
分
～
正
午　

□
と
こ
ろ　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

山
町
で
、下
流
域
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
日
田

市
民
に
よ
る
育
林
活
動（
下
草
刈
）を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
９
月
23
日
㈯　
午
前
10
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■ 

対
象　
山
の
中
の
斜
面
で
草
刈
り
作
業
が
で

き
、体
力
に
自
信
の
あ
る
人（
小
学
５
年
生

以
上
で
、中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
募
集
数　
15
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無
料

■ 

申
込
方
法　

電
子
申
請（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
）又
は
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限　
９
月
13
日
㈬

問�

ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
大
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行

委
員
会（
大
山
振
興
局
内
）☎
�
３
１
０
１

「
整
理
収
納
講
習
」の
受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
新
規
会
員
と
し
て

就
業
を
目
指
す
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、整

理
収
納
講
習
を
行
い
ま
す
。

　「施せし情けは人の為ならず　おのがこころの
慰めと知れ　我れ人にかけし恵は忘れても　ひ
との恩をば長く忘るな」

　これは、新
に と べ い な ぞ う

渡戸稲造の著作『一日一言』の中
に記された「恩を施しては忘れよ」の全文です。

　文中にある“情けは人の為ならず”は、「情け
は、その相手のためになるだけでなく、自分にも
良い報いとなる」という意味合いを持つことわざと
して広く使われており、“情け”を他人に対する
思いやりや親切な言動と位置付けていると解釈
できます。

　思いやりや親切な言動は、「相手のことを思う」
ことが大前提ですが、相手の受取り方次第では、
いわゆる「お節介」と呼ばれる全く違う形になって
しまいます。

　相手が求めていない場合や押し付け的な言動
が、お節介の特徴ですが、お節介を焼き続けると、
人間関係にトラブルが生じてしまうことになります。

　では、「適切な思いやり」とは、どんな状態を
表すのでしょうか。一説によると、「自己完結し
ている状態で、相手に必要以上に介入せず、相
手を思い、心を配る状態」とされています。相手
の心情を十分にくみ取った結果、「何もしない」
という選択もあり得るものです。

　冒頭の新渡戸稲造の文を現代文に書き直すと、
「情けは人のためではなく自分自身のためにかけ
るものだ。だから自分が他人にした良いことは忘
れてもいい。だけど、人から良くしてもらったこと
は絶対に忘れてはいけない」となります。

　相手のことを心配し、寄り添う言動が「お節介」
と言われることがあるかもしれません。「自分の
情け」にこだわるのではなく、人から受けた「適切
な思いやり」を教訓とし、自分自身の行動を見つ
め直すことが、「真の情け」に出会う近道につな
がるのではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報

Information 9.１ 次回の広報ひた9月15日号は、9月15日㈮に発送します。

■
と
き　
９
月
28
日
㈭

①
午
前
10
時
30
分
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
と
こ
ろ　
日
田
市
内（
非
公
開
）

■
募
集
数　
①
② 

各
1
人

■ 

申
込
み
・
問
合
先　

 

ア
イ
ネ
ス
女
性
総
合

　
相
談
窓
口
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
８
７
４

　
（
平
日
9
時
～
午
後
４
時
30
分
）

■
申
込
期
限　
9
月
25
日
㈪

※
相
談
無
料
で
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

※
相
談
場
所
は
申
込
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　
９
月
29
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分　
　
　

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田　
大
ホ
ー
ル

※ 

駐
車
場
は
パ
ト
リ
ア
日
田
の
専
用
駐
車
場
、

市
営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
１
階
）

「
介
護
入
門
者
研
修
」の
受
講
者
募
集

 

日
常
に
役
立
つ
介
護
の
知
識
や
介
護
職
に
必
要

な
基
本
的
な
技
術
を
学
べ
ま
す
。

■ 

対
象　
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人
や
、

介
護
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
人　
等

■ 

と
き　
10
月
4
日
㈬
・
13
日
㈮
・
18
日
㈬
・　

25
日
㈬
の
全
４
日
間（
１
日
約
６
時
間
）　

■
と
こ
ろ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
日
田
園　

　
（
石
井
町
１
丁
目
２
７
１
番
地
2
）

■
募
集
数　
20
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代　
無
料

■ 

申
込
方
法

　
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込
書
を
ダ

自分を見つめ直そう

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

健
康
・
福
祉


